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アジャイルとは誰のためのものか

Ichitani Toshihiro 

市⾕聡啓
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市⾕ 聡啓 
Ichitani Toshihiro

特に専⾨は 

 「仮説検証、アジャイル開発、組織アジャイル」

チーム、部署、事業、組織でのアジャイル適応⽀援 
（株式会社レッドジャーニー）

この数年の取り組み 
⾏政でのアジャイル、⼤企業DX・組織変⾰ (製造・製薬ほか多数) 

地域DX (地域企業のコミュニティ)
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“開発と組織にアジャイルを宿す” のが仕事

https://redjourney.jp/works/

主な活動実績

https://redjourney.jp/works/
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アジャイルは難しい︕
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チームで仕事するための「アジャイル」

プロダクト開発のための「アジャイル」

マインドセットとしての「アジャイル」

組織そのもののための「アジャイル」

基礎

1F

2F

3F

アジャイル・ハウス
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“アジャイルソフトウェア開発宣⾔”

https://agilemanifesto.org/iso/ja/manifesto.html
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チームで仕事するための「アジャイル」

プロダクト開発のための「アジャイル」

マインドセットとしての「アジャイル」

組織そのもののための「アジャイル」

基礎

1F

2F

3F
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アジャイルの「難しさ」とは、 
チームで仕事するためのアジャイルのことか︖





「カイゼン・ジャーニー」 
「チーム・ジャーニー」 

をチームで始めよう

乗り越えられる︕
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チームで仕事するための「アジャイル」

プロダクト開発のための「アジャイル」

マインドセットとしての「アジャイル」

組織そのもののための「アジャイル」

基礎

1F

2F

3F
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アジャイルの「難しさ」とは、 
プロダクト開発のためのアジャイルのことか︖



正しいものを 
正しくつくる



選択の幅最⼤ 
（セットベース）

検証 
計画

仮説⽴案

検証

評価

価値探索 
（正しいものを探す）

MVP特定
リリース 

プランニング

スプリント 
プランニング スプリント 

開発

スプリント 
レビュー

スプリント 
レトロスペク

ティブ

MVP検証
アジャイル開発 

（正しくつくる）

次の価値探索へ

選択の振れ幅最⼩ 
（ポイントベース）

仮説検証型アジャイル開発

仮説検証 
選択肢を⼗分に 
広げた後に絞る

アジャイル 
構想を早く形にして 

フィードバックを得る
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だいぶ難しいが 
乗り越えられるぞ︕
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チームで仕事するための「アジャイル」

プロダクト開発のための「アジャイル」

マインドセットとしての「アジャイル」

組織そのもののための「アジャイル」

基礎

1F

2F

3F

アジャイル・ハウス
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⼈智を超える世界へようこそ

Photo credit: Kylie_Jaxxon on Visual Hunt / CC BY-SA

https://visualhunt.co/a4/f824b2af
https://visualhunt.com/re6/1c712d02
http://creativecommons.org/licenses/by-sa/2.0/
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難しさのクライマックスは 

「組織」へ



⽇本の伝統的な組織の現状とは

Photo credit: Colin_K on VisualHunt
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われわれが今直⾯しているのは 
1980年代から連綿と培われてきた 

 “効率への最適化” その呪縛

https://visualhunt.co/a7/893b7605
https://visualhunt.com/re10/c8f401ed
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ルールを 
厳格に

より効率化
するぞ

よりルールを 
厳格に

効率化するぞ

もっと効率化 
するぞ︕

効率への最適化
組織の構造、役割、業務、技術、意思決定 

に⾄るまで「効率性」に最適化する

迷わない、⽌まらない、⼿戻らない、 
ためにあらかじめ選択肢を絞っておく

20
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度を過ぎた最適化 = 思考停⽌ 
⽬の前の顧客の声にも、同僚の声にも、対応できない 
“効率への最適化” のつもりが “⾮効率での安定化”

Photo credit: vd1966 on Visualhunt.com

https://visualhunt.co/a7/d7572a8f
https://visualhunt.com/re10/c94d5c05


荒ぶるDX四天王
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組織に何が⾜りていないのか
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探索 適応 最適化

勝ち筋を固める 
(効率性を⾼める)

状況をよくみる 
仮説を⽴てる 
試⾏や検証する

結果から学びを得る 
次に向けた判断と 

⾏動を変える

定期的な再探索

さがす かえる みがく

「探索」と「適応」

反復的な仮説検証
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顧客や社会のニーズ

製品 サービス ビジネス 
モデル

業務

プロセス

組織

企業⽂化・⾵⼟

データと 
デジタル技術

環
境
変
化

競
争
上
の
優
位
性

提供価値の変⾰ 組織の変⾰

組織に「２つの変⾰」を起こすための⼿がかり
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探索適応

探索適応
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で、どうやって組織に宿すというのよ
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⼩さなプロジェクト
で始める

"アジャイル”の学び
を組織的に整理する

全体と個別の 
2つの作戦を⽴てる

“誰もが認める”  
モデルケース作り

展開⾃体を 
アジャイルにする

Be Agile ジャーニー1

2

3

4

5

27
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⼩さなプロジェクトで始める

28

⼩さな 
プロジェクト

直ぐに結果が
得られる

早く学びを 
適⽤できる

その理由は「致命的な失敗(=⼆度とやらない流れ)」 
を避ける以上に、学びを早く「次」に適⽤するため

1
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“アジャイル”の学びを組織的に整理する

29

「ソフトウェア開発のアジャイル」のままでは他の業務に
フィットしづらい。⾃組織に適した「探索適応」を模索する

2
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全体と個別の2つの作戦を⽴てる

30

アジャイルの 

“経典” 

全体 = 組織内の「共通⾔語」をつくる（組織共通コンテンツ）

共通の 
基礎研修

組織職向け
研修

経営
⼈材向け 
勉強会

共通⾔語

個別PJ 個別PJ

伴⾛⽀援
体制

個別PJ

個別 = 実地の取り組みへの⽀援体制をつくる（伴⾛⽀援）

3
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“誰もが認める” モデルケース作り

31

組織の外から無理やり事例をあてはめようとするのではなく 
組織内でモデルケースをつくり、模倣可能にする

“誰もが認める” 
モデルケース

モデルケースの 
模倣PJ

最⼤⽀援体制 
(戦⼒集中)

アジャイルCoE 
(⽀援の仕組み化)

⽀援体制⾃体の 
スケールアップ

模倣元として 
展開する

4
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展開⾃体をアジャイルにする

32

展開⾃体の「ふりかえり」、「むきなおり」を実施し、 
適宜⽅法の調整を継続する（変⾰も「仮説検証」）

5
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「誰かのためにやる」だけでは 
⾏き詰まる



Toshihiro Ichitani All Rights Reserved. 

経営のためにやる︖ 
事業部⾨のためにやる︖ 
他部⾨のためにやる︖ 
⾃部⾨のためにやる︖ 
チームのためにやる︖ 
同僚のためにやる︖ 
顧客のためにやる︖

34
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「誰かのためにやる」とした瞬間に 
⾃⼰犠牲化、他⼈ごと化との戦いが始まる
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誰かのためではなく 
「⾃分」も含めた「みんな」で捉える
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部⾨

私

チーム

私

事業部

私

私 私 私
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それはつまり 
「独りよがりの良かれのアジャイル」 
ではなく 
「みんなにとってのアジャイル」 
であること（それが「芯」になる）

Photo credit: hm7hm7 on VisualHunt
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みんなが良きと思う「芯」は 

最初は⼩さくとも必ず広がっていく
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅

チーム

部⾨

部⾨

事業部 顧客

パートナー

私 あなた
２⼈

経営

コミュニティ

私

38
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既にこの道は「アジャイル開発」で
通ってきた道だから︕

﹅ ﹅

検証済
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「みんな」で 
作ってきた道だから
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この先も、みなさんと突破したい︕



アジャイルによるみんなの「芯」を⾒つけ直す旅 

REDefine Journey を始めましょう
Photo credit: digitalpimp. on Visualhunt.com / CC BY-ND

https://visualhunt.co/a4/3a7f5c
https://visualhunt.com/re6/7ae17916
http://creativecommons.org/licenses/by-nd/2.0/

